
 
 

令和４年度第１回川崎市社会教育委員会議青少年教育施設専門部会 次第 

 

開催日時 令和４年 11 月 30 日（水）午後２時 30 分から 
 

 
議 事 
 
（１） 川崎市黒川青少年野外活動センター 施設見学 

 

（２） 部会長及び副部会長の互選について 

 

（３） 令和４年度事業計画の進捗状況について 

 

（４） その他（質疑応答等） 

 

 

 

資料１  青少年教育施設専門部会委員名簿 

資料２  川崎市社会教育委員会議規則 

資料３  青少年教育施設の概要について 

資料４  川崎市青少年の家 令和４年度の事業の進捗状況 

資料５  令和４年度川崎市子ども夢パーク事業報告 

資料６  令和４年度 八ケ岳少年自然の家 事業進捗状況について 

資料７  令和４年(2022)度 事業進捗状況（黒川青少年野外活動センター） 

 

座席表は裏面を参照



令和４年11月１日から

専門部会の審議又は調査終了まで

氏  名 現   職

谷 島 義 雄 一般社団法人川崎市子ども会連盟 副連盟長（宮前）

中 井 川 吉 春 一般社団法人川崎市子ども会連盟 副連盟長

松 田 基 久 乃 ガールスカウト川崎市連絡会会長

境 紳 隆 日本ボーイスカウト川崎地区協議会 会長

小 林 勝 弘 川崎市立西菅小学校長

黒 川 保 之 川崎市立臨港中学校長

太 田 修 嗣 市民委員（認定NPO法人くるみ 理事長）

原 田 尚 幸 和光大学現代人間学部人間科学科教授

番 匠 一 雅 田園調布学園大学子ども未来学部 子ども未来学科教
授

青少年教育施設専門部会委員名簿

委嘱・任命期間

指定管理者
    青少年の家 佐藤所長、齋藤副所長
    八ケ岳少年自然の家 窪田所長、三井課長
    子ども夢パーク 友兼所長
    黒川青少年野外活動センター 野口所長
 
事務局
 こども未来局青少年支援室
  青少年育成担当課長 岡本 健二
  青少年育成担当係長 上原 有貴
  青少年育成担当   内藤 亮介
  子どもの権利担当課長 米井 克子
 教育委員会事務局生涯学習部生涯学習推進課
  課長 柿森 篤実
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○川崎市社会教育委員会議規則 

昭和52年１月27日教委規則第１号 

改正 

平成12年２月１日教育委員会規則第３号 

平成26年３月26日教育委員会規則第５号 

平成28年１月28日教育委員会規則第１号 

川崎市社会教育委員会議規則 

（趣旨） 

第１条 この規則は、川崎市社会教育委員条例（昭和24年川崎市条例第34号。以下「条例」という。）

第３条の規定に基づき、川崎市社会教育委員（以下「委員」という。）の会議（以下「会議」と

いう。）の組織及び運営に関し、必要な事項を定めるものとする。 

（選出区分） 

第１条の２ 条例第２条第２項の委員の選出区分は、次の各号に掲げるとおりとする。 

(１) 市内に設置された学校の長 

(２) 市内の社会教育関係団体等から推薦された者 

(３) 市内在住の社会教育に関する経験を有する市民 

(４) 学識経験者 

(５) 市内の家庭教育の向上に資する活動を行う者 

（議長及び副議長） 

第２条 会議は、委員の互選による議長及び副議長を各１名置く。 

２ 議長及び副議長の任期は、２年とする。ただし、再選されることができる。 

３ 議長は、会議を主宰し、これを代表する。 

４ 副議長は、議長を補佐し、議長に事故があるとき又は議長が欠けたときは、その職務を行う。 

（会議の招集） 

第３条 会議は、定例会及び臨時会とする。 

２ 定例会は、毎月１回これを招集する。ただし、会議は、開催の必要がないと認めるときは、こ

の限りでない。 

３ 臨時会は、委員定数の半数以上の要請があったとき、又は議長が緊急の必要があると認める場

合に限り、これを招集する。 

４ 会議は、議長が招集する。 

資 料 ２
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５ 議長は、会議の招集及び議事の事項等を、あらかじめ委員及び教育長に通知しなければならな

い。 

（議事及び議決） 

第４条 会議は、委員定数の半数以上の出席がなければ開くことができない。 

２ 会議の議事は、出席委員の過半数でこれを決し、可否同数のときは、議長の決するところによ

る。 

（会議と教育委員会事務局との関係） 

第５条 会議は、議案その他に関し必要あるときは、教育長に対し、教育委員会事務局職員の報告

及び説明を求めることができる。 

２ 前項の場合において、関係職員は、会議で意見を述べることができる。 

３ 会議に必要な庶務は、教育委員会事務局において行う。 

（専門部会） 

第６条 会議は、教育文化会館、市民館、図書館、青少年科学館及び日本民家園並びに青少年の家、

少年自然の家及び黒川青少年野外活動センター（以下「青少年教育施設」という。）等の社会教

育施設の円滑な運営を図るため、別表の専門部会の欄に掲げる専門部会を置く。 

２ 専門部会は、臨時委員で構成し、教育委員会が委嘱する。 

３ 前項の臨時委員は、その者の委嘱に係る専門部会の審議又は調査が終了したときは解職される

ものとする。 

４ 専門部会は、臨時委員の互選による部会長及び副部会長を各１名置く。 

５ 専門部会は、部会長がこれを召集しその議長となる。ただし、部会長が開催の必要がないと認

めるときは、この限りでない。 

６ 専門部会は、所属する臨時委員の過半数が出席しなければ開くことができない。 

７ 専門部会の議事は、出席した臨時委員の過半数で決し、可否同数のときは、部会長の決すると

ころによる。 

８ 専門部会の審議又は調査が終了したときは、当該審議又は調査の結果を会議に報告し承認を得

なければならない。 

９ 部会長は、必要があると認めるときは、関係者の出席を求めその説明又は意見を聴くことがで

きる。 

（委任） 

第７条 この規則に定めるもののほか、必要な事項は教育長が別に定める。 
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附 則 

この規則は、公布の日から施行する。 

附 則（平成12年２月１日教委規則第３号） 

（施行期日） 

１ この規則は、平成12年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ 改正前の規則の規定により委嘱され、又は任命された委員で、この規則の施行の際現に在任す

る委員は、その任期が終了するまでの間、この規則の規定に基づき委嘱され、又は任命されたも

のとみなす。 

附 則（平成26年３月26日教委規則第５号） 

この規則は、平成26年４月１日から施行する。 

附 則（平成28年１月28日教委規則第１号） 

この規則は、平成28年５月１日から施行する。ただし、第６条の改正規定（図書館及び青少年科

学館に係る部分に限る。）及び附則の次に別表を加える改正規定（図書館専門部会及び青少年科学

館専門部会に係る部分に限る。）は、平成28年６月１日から施行する。 

別表（第６条関係） 

専門部会 所掌事務 委員の定数 委員の構成 

教育文化会

館専門部会 

館における各種の事業の

企画実施について調査審

議すること。 

10人以内 (１) 区内に設置された学校の長 

(２) 区内の社会教育関係団体等から

推薦された者 

(３) 区内在住の社会教育に関する経

験を有する市民 

(４) 学識経験者 

(５) 区内の家庭教育の向上に資する

活動を行う者 

幸市民館専

門部会 

館における各種の事業の

企画実施について調査審

議すること。 

10人以内 (１) 区内に設置された学校の長 

(２) 区内の社会教育関係団体等から

推薦された者 

(３) 区内在住の社会教育に関する経
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験を有する市民 

(４) 学識経験者 

(５) 区内の家庭教育の向上に資する

活動を行う者 

中原市民館

専門部会 

館における各種の事業の

企画実施について調査審

議すること。 

10人以内 (１) 区内に設置された学校の長 

(２) 区内の社会教育関係団体等から

推薦された者 

(３) 区内在住の社会教育に関する経

験を有する市民 

(４) 学識経験者 

(５) 区内の家庭教育の向上に資する

活動を行う者 

高津市民館

専門部会 

館における各種の事業の

企画実施について調査審

議すること。 

10人以内 (１) 区内に設置された学校の長 

(２) 区内の社会教育関係団体等から

推薦された者 

(３) 区内在住の社会教育に関する経

験を有する市民 

(４) 学識経験者 

(５) 区内の家庭教育の向上に資する

活動を行う者 

宮前市民館

専門部会 

館における各種の事業の

企画実施について調査審

議すること。 

10人以内 (１) 区内に設置された学校の長 

(２) 区内の社会教育関係団体等から

推薦された者 

(３) 区内在住の社会教育に関する経

験を有する市民 

(４) 学識経験者 

(５) 区内の家庭教育の向上に資する

活動を行う者 

多摩市民館 館における各種の事業の 10人以内 (１) 区内に設置された学校の長 
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専門部会 企画実施について調査審

議すること。 

(２) 区内の社会教育関係団体等から

推薦された者 

(３) 区内在住の社会教育に関する経

験を有する市民 

(４) 学識経験者 

(５) 区内の家庭教育の向上に資する

活動を行う者 

麻生市民館

専門部会 

館における各種の事業の

企画実施について調査審

議すること。 

10人以内 (１) 区内に設置された学校の長 

(２) 区内の社会教育関係団体等から

推薦された者 

(３) 区内在住の社会教育に関する経

験を有する市民 

(４) 学識経験者 

(５) 区内の家庭教育の向上に資する

活動を行う者 

図書館専門

部会 

館の運営及び図書館奉仕

について意見を述べるこ

と。 

10人以内 (１) 市内に設置された学校の教育職

員 

(２) 市内の社会教育関係団体等から

推薦された者 

(３) 市内在住の社会教育に関する経

験を有する市民 

(４) 学識経験者 

(５) 市内の家庭教育の向上に資する

活動を行う者 

青少年科学

館専門部会 

館の運営に関し意見を述

べるとともに、事業評価を

行うこと。 

10人以内 (１) 市内に設置された学校の教育職

員 

(２) 市内の社会教育関係団体等から

推薦された者 

(３) 市内在住の自然科学に関する知
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識、経験を有する市民 

(４) 学識経験者 

(５) 市内の家庭教育の向上に資する

活動を行う者 

日本民家園

専門部会 

園の運営に関し意見を述

べるとともに、事業評価を

行うこと。 

10人以内 (１) 市内に設置された学校の教育職

員 

(２) 市内の社会教育関係団体等から

推薦された者 

(３) 市内在住の歴史、民俗に関する知

識、経験を有する市民 

(４) 学識経験者 

(５) 市内の家庭教育の向上に資する

活動を行う者 

有馬・野川生

涯学習支援

施設専門部

会 

施設の運営について調査

審議すること。 

８人以内 (１) 区内に設置された学校の教育職

員 

(２) 区内の社会教育関係団体等から

推薦された者 

(３) 区内在住の生涯学習に関する知

識、経験を有する市民 

(４) 学識経験者 

青少年教育

施設専門部

会 

各施設における各種の事

業の企画実施について調

査審議すること。 

15人以内 (１) 市内の小学校及び中学校の教育

職員 

(２) 市内の社会教育関係団体から推

薦された者 

(３) 市内在住の社会教育に関する経

験を有する市民 

(４) 学識経験者 

 



施設名 川崎市八ケ岳少年自然の家 川崎市青少年の家 川崎市黒川青少年野外活動センター 川崎市子ども夢パーク

設置目的
　恵まれた自然環境の中で、団体
宿泊生活を通して心身を鍛練し、
もって健全な少年の育成を図る。

　団体宿泊研修等を通じて、心身
ともに健全な青少年の育成を図
る。

　野外活動による体験を通して、
青少年の自主性及び協調性をは
ぐくみ、もってその心身の健やか
な発達に寄与する。

　子どもが遊び、及び夢を育む場並び
に子どもの活動の拠点及び居場所を
提供するとともに、子どもの自主的及
び自発的活動を支援することにより、
それぞれの子どもに応じた成長及び
子どもの地域等における活動への参
加の促進に寄与する。

開設年 昭和５２年８月 昭和６３年７月 平成３年８月 平成１５年７月

所在地
長野県諏訪郡富士見町
   境字広原12067-482

川崎市宮前区宮崎105-1 川崎市麻生区黒川313-9 川崎市高津区下作延5-30-1

指定管理者
一般社団法人 富士見パノラマリ

ゾート
かわさき未来応援パートナーズ

特定非営利活動法人
　　国際自然大学校

川崎市子ども夢パーク
　　共同運営事業体

主な施設

　・センターハウス
　・アストロハウス
　・ワーキングホール
　・野外炊飯場
　・バーベキュー場
　・宿泊棟（５棟、定員５３１名）

　・プレイホール
　・オリエンテーションホール
　・音楽室
　・研修室
　・創作活動室
　・プール
　・食堂
　・宿泊室

　・ホール
　・集会室
　・工作室
　・厨房
　・屋外炊事場
　・グラウンド

　・プレイパーク（冒険遊び場）
　・全天候型スポーツ広場
　・ログハウス
　・スタジオ
　・創作スペース
　・ドリームスペース「ゆるり」
　・サイクリングロード
　・川崎市子ども会議事務室
　・フリースペース”えん”

延べ利用人数（令和３年度）　 ７７，１４２人 １５，４５５人 ９，５３０人 ６０，６７４人

延べ利用団体数（令和３年度） ４４３団体 ６１９団体 ５１５団体 ９７１団体

青少年教育施設の概要について 資 料 3



 

 

令和 4 年 11 月 2 日 
 

「川崎市青少年の家 令和 4 年度の事業の進捗状況」 
 
１．利用状況 

（１）利用者数  

 
（２）団体数 

 
令和 4 年 10 月 31 日現在 

※コロナ・改修工事の影響を受けていない 2018 年度比較を追記 
 

 （３）対前年度の増減要因 
  ・日帰り利用、宿泊利用とも対前年若干の伸びがみられる。 
  ・新型コロナが理由によるキャンセルは減少傾向にある。 
 
２．主催事業 
 （１）実施状況 

【継続事業】 
１.幼児向け事業（1 歳〜6 歳）（保護者）対象 

対象 4月 5月 6月 7月 8月 9月 上期合計
日帰り 814 780 1,369 1,052 1,508 986 6,509

宿泊延べ 811 587 806 1,643 1,467 666 5,980
日帰り 488 864 913 1,280 1,612 1,150 6,307

宿泊延べ 379 116 204 1,122 1,006 58 2,885
日帰り 326 -84 456 -228 -104 -164 202

宿泊延べ 432 471 602 521 461 608 3,095
日帰り 901 1,085 795 1,198 842 1,069 5,890

宿泊延べ 1,555 1,453 1,839 3,733 4,003 2,314 14,897
日帰り -87 -305 574 -146 666 -83 619

宿泊延べ -744 -866 -1,033 -2,090 -2,536 -1,648 -8,917

令和4年度

令和3年度

対令和3年度

平成30年度
（2018年度）

対平成30年度

対象 4月 5月 6月 7月 8月 9月 上期合計
日帰り 47 48 66 50 65 60 336
宿泊 15 10 10 25 25 18 103

日帰り 36 50 52 51 62 64 315
宿泊 5 3 4 18 14 2 46

日帰り 11 -2 14 -1 3 -4 21
宿泊延べ 10 7 6 7 11 16 57
日帰り 37 48 42 42 36 47 252
宿泊 24 21 28 45 57 36 211

日帰り 10 0 24 8 29 13 84
宿泊延べ -9 -11 -18 -20 -32 -18 -108

令和3年度

対令和3年度

平成30年度
（2018年度）

対平成30年度

令和4年度
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   のびのびクラブ、おはなし会、親子リトミック、親子で水遊び、親子ふれあい動物園、
幼児体操教室 

２.小学生・中学生向け事業（6 歳〜15 歳） 
   手作り体験クラブ、チャレンジ体験クラブ、英語教室、ほのぼのスクール、プール開

放、親子手打ちうどん教室、おもしろ実験教室、星空体験教室 
３.一般向け事業（16 歳以上） 

   ピラティス＆ジャイロキネシス、サーキットエアロ、ノルディックウォーキング、ユー
スワーカーズ倶楽部、シニアサポーターズ 

４.青少年の家フェスタ 
 

【今年度の新規事業】 
１. 八ヶ岳自然体験教室 
２. 皆既月食観察会 
３. 親子でダッチオーブンを作ろう 
４. 新春和太鼓ワークショップ 

 
３．施設設備等の管理運営状況 
 （１）施設・設備等修繕 
   ・中浴槽循環ろ過ポンプ交換 
   ・食堂空調機部品交換作業 
   ・消防点検 建築設備検査是正工事 
   ・貯湯槽マンホールパッキン調査・交換作業 
   ・インターネット用光回線工事 
   ・FCU 保守メンテナンス客室 304 号室 
   ・宿泊棟２０７号室トイレフラッシュバルブ修繕 
 
 （２）環境美化等 
   ・園庭・花壇等の整備 
   ・樹木幹枝処理作業 
   ・所長室・談話室床タイルカーペット張替え 
   ・和室クロス部分貼替工事 
   ・駐車場ライン工事 
 
 （３）上半期・下半期改修工事 
   ・光ケーブル配管工事【９月実施】 

・特別研修室空調更新工事【10 月実施】 
   ・ろ過設備改修工事【11 月実施予定】 
   ・電気キュービクル更新工事【２月実施予定が来年度に延期】 
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令和 4 年度 八ケ岳少年自然の家 事業進捗状況について 

 

令和 4年 11 月 30 日（水） 

 

 

 

１．利用状況【4 月～10 月】 

 

                    団体数   実人数  延べ人数 

一般・グループ・家族  令和 3 年度   79 団体   494 名  1,272 名 

                令和 4 年度   91 団体   652 名  1,574 名 

青少年団体       令和 3 年度   16 団体   576 名  1,632 名 

                 令和 4年度   37 団体   1515 名  4,417 名 

学校団体        令和 3 年度   75 団体  9,422 名  28,266 名 

                令和 4 年度  122 団体 16,169 名  45,369 名 

            ※（内 自然教室以外）  3 団体   437 名   1,173 名 

市主催         令和 3 年度    3 団体   208 名    416 名 

                令和 4 年度   3 団体   256 名    606 名 

合 計         令和 3 年度  173 団体 10,700 名  31,586 名 

               令和 4 年度  253 団体 18,592 名  51,966 名 

 

   今年度については行動制限が無く新型コロナウィルスに慣れてきたこともあり、コロナ

感染拡大前の予約状況に近づきつつあったが、7月上旬～8 月下旬にかけての第 7波によ

りキャンセルが多く発生。特に青少年団体のキャンセルが目立った。 

 

※令和 4 年度キャンセル  7 月 8 団体 165 名 、8月 18 団体 768 名  

 

２．自然教室 

 

台風の影響により 11 月に小学校 3 校が延期となったが予定していた全小・中学校の受け

入れを行った。 

新型コロナウィルスの対策を行いながら通常通りの活動プログラムを実施。 

発熱などの体調が悪い児童・生徒については隔離の徹底を行い感染拡大の予防を行った。 

   

11 月 11 日（金）、12 日（土）1泊 2日で冬期自然教室の実地踏査を実施 
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３．主催事業 

 

【ふじみ星空観察会】 宿泊者や地元住民などを対象に季節に合わせた星空を観察し学習 

 

令和 3年度  4 月～10 月  合計    58 名  実施日数 6 日 

   令和 4 年度  4 月～10 月   合計  173 名  実施日数 7 日 

 

   団体とは異なり様々な方が参加するため 20人前後に人数制限し感染対策を行った。 

 

  【ふれあい星空観察会】 自然教室以外の施設利用者を対象に星空観察を実施 

 

   令和 3 年度  4 月～10 月  合計  115 名 実施日数  8 日 

   令和 4 年度  4 月～10 月  合計 1,238 名 実施日数 40 日 

 

４.  八ヶ岳少年自然の家の運営について 

 

「現状における課題」 

 

○安全な管理運営体制 

・安全委員会を毎月実施し施設やプログラムに於けるリスクの抽出と管理体制の向上を

行った。 

   ・施設内の危険木の枝払い及び伐採を実施 

   ・新型コロナウィルス対策の徹底 

   ・活動プロブラムの随時更新 

 

  ○施設の管理に関する取組み、老朽化対策 

   ・センターハウス屋根及び軒天井改修工事【市予算】 

・消防設備修繕実施 

   ・第一浴室壁及び天井修繕工事【工事中】 

   ・電気設備修繕については優先順位を決め随時実施 

   ・全館布団入れ替え実施 

・近隣別荘地住宅にかかる樹木の伐採 

 

  ○その他 

   ・かわさき市民祭りに参加し自然の家をＰＲ、クラフトやパンフレット配布を行い   

利用の促進を行った。 

   ・ホームページや SNS を使った情報の発信を随時実施。 



 

５．新型コロナウィルス対策について 

 

基本的な新型コロナウィルス対策【感染しない・感染させない】を行いながら自然の家

独自で行っていた新型コロナウィルス対策を社会情勢に合わせ一部緩和した。 

休止をしていた一般利用者の駅送迎、冷蔵庫の使用、卓球などのアクティビティを再開

し利用促進とサービス向上に努めた。 

 

 

６.研修及び訓練実施状況 

   

  ・安全管理研修（野外教育施設に求められるもの） ４月 

  ・リスクマネージメント研修 ５月 

  ・NEAL ﾘｰﾀﾞｰ（自然体験活動指導者）養成講習 ６月 

  ・消防訓練 11 月 

  ・避難・救急訓練講習 11月 

  ・安全運転講習 11 月 
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令和 4 年（2022 年）度 事業進捗状況（10 月末時点） 

 

【1】主催事業（4 月〜10 月） 
コロナ禍 3 年目ともなると、事業運営のノウハウ（事前の健康チェック、3 密回避、少人数制、

近親者での活動を増やす等）が蓄積されてきた。また、参加者の方も「感染症対策をしながら活動
に参加する」ことに慣れ、且つ、「今しかできない体験活動への参加」や「人との関わり」への欲
求が高くなったと感じている。ゆえに、コロナ禍における社会通念（マスクの着用、検温等の健康
チェック等）から逸脱しないように注意しつつ、当センターらしい事業の展開を遂行した。 

 
コロナ禍における事業企画のポイントとして、「親子プログラムの充実」を図った。 
①長年人気の「GW ドラム缶ピザ体験」では、「親子単位で調理し食べる」ことの徹底を図り、

安心に繋がるように運営した。 
②昨今の「キャンプブーム」の入り口として、「デイキャンプではじめてのテント体験」と称し、

親子でテント立てやメスティンを使った調理等が出来るプログラムを企画。10 組定員に対して、
26 組のキャンセル待ちの方が出るほどの状況であった。 
③春先には、「環境の循環」も視野に入れた、「春からカブトムシ博士」を企画。センターの腐葉

土で育つカブトムシを、幼虫の段階から育て、成虫となったものから卵→幼虫、場合によってはそ
のまま育て、もしくはセンターに返す、というプログラムを企画。「乱獲防止」や「環境への配慮」
から、定員を多く設定できない状況ではあるが、予定の定員数で開催できた。 

 
一方コロナ禍前は、小学生向けの事業展開は宿泊のみであり、その開催を控えていた昨今、幼児

から小学生に上がった子どもたち向けの事業が少ないことに懸念があったため、2022 年度は「小
学生向け日帰り活動」を展開。年 3 回の企画のうち、11 月時点では、2 回ともキャンセル待ちが定
員と同じ数ほどとなっており、ニーズの高さを感じている。 

 
また、新たな事業展開として、「食べる里山整備」と称した「メンマプロジェクト」を展開。竹

林の整備として春先の竹の新芽をただ採集して処理するだけではなく、メンマとして加工し、食べ
ることで里山整備に繋がるよう働きかける「メンマ料理教室」を開催。 

料理に興味を持った層が、結果的に「里山」や「環境」、「維持整備することの大切さ」に気づい
てもらえるようになれば、と考えている。 

さらに、センターにて長年チャレンジし続けている養蜂でのミツロウをつかった「手作り講座」
も好評を得、「センター内の地産地消」とでもいうべき事業展開が、新たなセンターの魅力になる
よう努めている。 

 
下半期においては、新たな事業として、より多くの教育関係者や現場指導者の方にセンターのプ

資 料 ７
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ログラムを知ってもらい、それを子どもたちに還元してほしいという思いから「くろかわプログラ
ムマルシェ」を企画。募集はこれからであるが、センターの存在や教育に役立つアクティビティを
指導者の方に知ってもらうことで、子どもたちにとっての未来が明るいものになる事をねらいとし
ている。 

さらに、年度末には 3 年ぶりの開催を予定している「自然体験フェスタ復活祭」が控えており、
コロナ禍前の活気を取り戻すために奮闘している。 
 

 事業名 開催日時 定員 参加者（実数） 

ネイチャーボランティア 

4/3 
5/8 
6/5 
7/3 
8/7 
9/4 

10/2 
11/6 
12/4 
1/8 
2/5 
3/5 

15 名 

8 名 
7 名 
5 名 
8 名 
3 名 
4 名 
5 名 

森のようちえん 
（おさんぽくらぶ） 

※2〜3 歳児 
いずれも水曜日 

5/11 
5/25 
6/8 

6/22 
7/13 
9/21 

10/12 
10/26 
11/16 
11/30 
12/14 
1/11 
1/25 
2/8 

2/22 

10 名 

3 名 
4 名 
3 名 

中止（集約ならず） 
2 名 
5 名 
3 名 
3 名 

森のようちえん 
（のあそびくらぶ） 

※年少〜年長 
※10/12、26 は、立体切り絵
アーティストの大薗一樹さん
をゲストに招き、活動を実施。 

5/11 
5/25 
6/8 

6/22 
7/13 
9/21 

15 名 

14 名 
16 名 
14 名 
13 名 
12 名 
13 名 
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10/12 
10/26 
11/16 
11/30 
12/14 
1/11 
1/25 
2/8 

2/22 

12 名 
15 名 

森のようちえん 
（いちにちのあそび） 

※年少〜年長 

9/11 
10/8 
11/3 

12/26 
2/11 

15 名 

18 名 
12 名 

森のようちえん 
体験会説明会 

5/15  
おさんぽくらぶ 2 組 5 名 
のあそびくらぶ 2 組 4 名 

焚火 café 
※18 歳以上 

4/20 
6/2 

12/6 
1/ 
2/ 
3/ 

15 名 

8 組 17 名 
12 組 32 名 

親子カフェ 
※乳幼児と保護者 

6/15 
9/14 
12/6 
3/22 

10 組 

5 組 10 名 
7 組 14 名 

春からカブトムシ博士 4/29 10 組 13 組 33 名 

GW ドラム缶ピザ体験 
5/3 
5/4 
5/5 

各日 14 組 30 名程度 
38 名 
45 名 
42 名 

デイキャンプではじめての
テント体験 

7/24 
10 組 10 組 28 名 

親子で防災デイキャンプ 9/23 10 組 12 組 32 名 

親子ツリークライミング 
体験 

10/29 
10/30 

各日 15 組 30 名の親子 
9 組 24 名 

11 組 26 名 
あそび力アップ！ 
春デイキャンプ 

5/22 15 名 18 名 

あそび力アップ！ 
秋デイキャンプ 

11/27 15 名  

あそび力アップ！ 1/22 15 名  
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冬デイキャンプ 

大人のための珈琲焙煎講座 
※18 歳以上 

7/12 10 名 11 名 

大人のための手作り講座 11/9 10 名  
大人のためのビーントゥバ

ーチョコレート作り 
1/18 10 名  

BBQ インストラクター上級
検定 

6/26 28 名 27 名 

メンマ料理教室 10/11 
10/21 
12/2 

各回 20 名 中止（集客ならず） 
10 名 

 

黒川しめ縄飾り作り 12/11 午前午後各 20 組 4 名親子 
コロナ以前は 100 名超での実施  

くろかわ 
プログラムマルシェ 

12/18 30 名  

くろかわ味噌作り 
 
 

2/17 
2/18 
2/19 

各日 30 名 
 

自然体験フェスタ 3/12   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【2】指導依頼 

新型コロナウィルスの影響により、中止となったり開催延期となったりするものもあるが、昨年

度よりは多くの「指導依頼」を承っている。 
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№ 日程 事業名 31 2022/10/1 成城学園初等ピザ指導
1 2022/4/10 ウィング百合ヶ丘 32 2022/10/8 町田保育ピザ指導
2 2022/4/24 ウィング百合ヶ丘 33 2022/10/15 町田保育ピザ指導
3 2022/4/25 県立青少年センター 34 2022/10/10 国分寺市中高生研修

4 2022/5/15 あそびの日 火おこし 35 2022/10/22
くろかわ子ども会 バウム
クウヘン

5 2022/5/29 四ツ田フェスタ 36 2022/10/28 町田保育PA
6 2022/5/8 ウィング百合ヶ丘 37 2022/11/1 子ども文化センター指導
7 2022/5/14 麻子連ピザ指導【中止】 38 2022/11/2 子ども文化センター指導
8 2022/5/16 南菅中先生ピザ指導 39 2022/11/3 キンタロウキャンプ
9 2022/5/20 エクスポートジャパンピザ＆里山 40 2022/11/4 子ども文化センター指導

10 2022/5/25 東京都市大学園田ゼミピザ指導 41 2022/11/13 白鳥保育園 ピザ指導

11 2022/5/28 鶴見短大ピザ指導 42
2022/11/15

東京都市大学園田ゼミ
BBQ指導

12 2022/6/4 防災講座@四ツ田 43 2022/11/20 聖ヨゼフ保育園ピザ指導

13
2022/6/9 南菅中学校ピザ＆PA

44
2022/11/23

麻生区地域教育会議ピザ
指導

14 2022/6/11 県立青少年センターピザ指導 45 2022/11/26 白鳥保育園 ピザ指導
15 2022/6/11 日本大学 野外活動指導 46 2022/11/26 フェリシア幼稚園焼き芋
16 2022/6/12 ウィング百合ヶ丘 47 2022/12/1 はるひ野小学校里山体験

17
2022/6/19 ウィング百合ヶ丘

48
2022/12/10

ひとり親プログラム ピ
ザ指導

18 2022/6/18 フェリシア 出張 あそ棒パン 49 2022/12/13 リンクママ
19 2022/7/9 NPO法人くるみ 50 2022/12/21 柿生小学校
20 2022/7/10 県立青少年センター 51 2022/12/24 筋無力症の会
21 2022/7/12 ここわ会 珈琲焙煎 52 2022/12/25 GS14団
22 2022/7/10 ウィング百合ヶ丘 53
23 2022/7/19 フェリシア幼稚園 ピザ指導 54
24 2022/7/20 フェリシア幼稚園 ピザ指導 55
25 2022/7/21 フェリシア幼稚園 ピザ指導 56

26
2022/8/8

和光大学 火おこし、タープたて
等

57

27 2022/8/4 【中止】愛児園学童ホール 58
28 2022/9/5 はるひ野小学校（出張）里山体験 59

29 7月
（株）スポーツコミュニティ 木
札

60

30 2022/9/10 ひとり親プログラム ピザ指導 61  

 

【3】利用状況 

10 月 24 日時点の数字となる。 



2022 年度 専門部会資料（11 月 30 日(水)用） 川崎市黒川青少年野外活動センター  
 

  6  

 

●月別利用者数および団体数、利用率、稼働率の推移

予約数 実数 予約数 実数

4月 57 67 53 93 1,322 1,120 1,007 76.2

5月 72 68 58 80.6 1,367 1,587 1,517 111

6月 51 70 63 123.5 923 1,422 1,327 143.8

7月 52 81 72 138.5 1,068 1,952 1,722 161.2

8月 32 67 53 165.6 707 1,524 1,486 210.2

9月 45 67 59 131.1 737 1,354 1,234 167.4

10月

11月

12月

４月 60 45.6 76 100 89.6 89.6

5月 60 67 111.7 100 97 97

6月 42 60 142.9 93 97 104.3

7月 47 76 161.7 90 100 111.1

8月 24.6 63 256.1 64.5 97 150.4

9月 33 56 169.7 90 90 100

10月

11月

12月

22年度
前年比 21年度

22年度 前年比

2021,22 年度川崎市黒川青少年野外活動センター利用状況

22年度
前年比

21年度 22年度 前年比 21年度

利用団体数 利用延べ人数

利用率(%) 稼働率(%)

21年度

 【算定方法】 
□利用率=利用延人数／開所日数×定員(76 名) 
□稼働率=利用日数／開所日数 


